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(57)【要約】
　光ディスクドライブシステム１０内において、ディス
クの心振れを制御する装置を開示する。装置は、回転軸
１６を有する回転支持部１２であって、ディスク１４の
法線１８が回転軸１６に対して実質的に平行になるよう
に、ディスク１４を保持する回転支持部１２と、ディス
ク１４を傾けるように支持部１２に配された傾き手段３
６と、ディスク１４からの情報の読出しまたはディスク
１４への情報の書込みのため、光ディスクドライブ１０
に配された光ピックアップユニット２６であって、近接
場レンズ構成２８を有する光ピックアップユニット２６
と、ディスク１４の心振れを最小化するようディスク１
４の法線１８を調整するため、制御信号５２によって傾
き手段３６を制御する制御手段５０とを備え、制御信号
５２は、ドライブシステム１０内に追加的に存在する遠
隔場レンズ構成３８から導き出される。この心振れを制
御する方法も開示する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光ディスクドライブシステム内において、ディスクの心振れを制御する装置であって、
　回転軸を規定する回転支持部であって、前記ディスクの法線が前記回転軸に対して実質
的に平行になるように、該ディスクを保持する回転支持部と、
　前記ディスクを傾けるように構成された傾き手段と、
　前記ディスクからの情報の読出しまたは前記ディスクへの情報の書込みのため、光ディ
スクドライブに配された光ピックアップユニットであって、近接場レンズ構成を有する光
ピックアップユニットと、
　前記ディスクの前記心振れを最小化するよう前記ディスクの前記法線を調整するため、
制御信号によって前記傾き手段を制御する制御手段とを備え、
　前記制御信号が、前記ドライブシステム内に追加的に存在する遠隔場レンズ構成から導
き出される信号であることを特徴とする装置。
【請求項２】
　前記制御信号が、前記遠隔場レンズ構成の焦点誤差に関連付けられた焦点制御信号から
導出される信号であることを特徴とする請求項１記載の装置。
【請求項３】
　前記遠隔場レンズ構成のための焦点サーボと焦点アクチュエータとを、さらに備えてい
ることを特徴とする請求項２記載の装置。
【請求項４】
　前記制御信号が、ＤＣ成分とＡＣ成分とを有する信号であり、
　前記ＡＣ成分が、前記ディスクの回転速度に対応する周期性と、前記遠隔場レンズ構成
と前記ディスクとの間の距離に関連付けられた振幅とを有し、
　前記制御手段が、前記振幅を最小化するように、前記傾き手段を第１の方向および第２
の方向に制御するものであることを特徴とする請求項１から３いずれか１項記載の装置。
【請求項５】
　前記制御手段が、前記振幅を最小化するように前記傾き手段をＸ方向に制御し、続いて
前記振幅をさらに最小化するように前記傾き手段をＹ方向に制御し、オプションとしてこ
の手順を繰り返すものであることを特徴とする請求項４記載の装置。
【請求項６】
　光ディスクドライブシステム内において、ディスクの心振れを制御する方法であって、
　前記ドライブシステムが、
　回転軸を規定する回転支持部であって、前記ディスクの法線が前記回転軸に対して実質
的に平行になるように、該ディスクを保持する回転支持部と、
　前記ディスクを傾けるように構成された傾き手段と、
　前記ディスクからの情報の読出しまたは前記ディスクへの情報の書込みのため、光ディ
スクドライブに配された光ピックアップユニットであって、近接場レンズ構成を有する光
ピックアップユニットとを備え、
　当該方法が、
　前記ドライブシステム内に追加的に存在する遠隔場レンズ構成から、制御信号を導き出
す工程と、
　前記ディスクの前記心振れを最小化するよう前記ディスクの前記法線を調整するため、
前記制御信号を、前記傾き手段に供給する工程とを含むことを特徴とする方法。
【請求項７】
　光ビームが前記遠隔場レンズ構成を介して前記ディスク上に合焦させられ、前記遠隔場
レンズ構成の焦点誤差から焦点制御信号が導出され、該焦点制御信号が前記制御手段への
入力信号として使用されることを特徴とする請求項６記載の方法。
【請求項８】
　前記焦点制御信号が、焦点サーボにより生成され、さらに前記遠隔場レンズ構成のため
の焦点アクチュエータにも入力されることを特徴とする請求項７記載の方法。
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【請求項９】
　前記制御信号が、ＤＣ成分とＡＣ成分とを有する信号であり、
　前記ＡＣ成分が、前記ディスクの回転速度に対応する周期性と、前記遠隔場レンズ構成
と前記ディスクとの間の距離に関連付けられた振幅とを有し、
　当該方法が、前記振幅を最小化するように、前記傾き手段を第１の方向および第２の方
向に制御する工程をさらに含むことを特徴とする請求項６から８いずれか１項記載の方法
。
【請求項１０】
　前記傾き手段が前記振幅を最小化するようにＸ方向に制御され、該傾き手段が前記振幅
をさらに最小化するようにＹ方向に制御され、オプションとしてこの手順が繰り返される
ことを特徴とする請求項９記載の方法。
【請求項１１】
　請求項１から５いずれか１項記載の装置を含む光走査システム。
【請求項１２】
　請求項６から１０いずれか１項記載の方法を使用するように適合化された光走査システ
ム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、光ディスクドライブシステム内においてディスクの心振れを制御する装置に
関するものである。
【０００２】
　本発明はまた、光ディスクドライブシステム内においてディスクの心振れを制御する方
法にも関するものである。
【背景技術】
【０００３】
　上記のような光ディスクドライブシステムは、一般的に、ＣＤ、ＤＶＤまたはＢＤ等の
任意の光ディスク状記憶媒体に情報を書き込むための、および／または同記憶媒体から情
報を読み出すための、光ピックアップ装置を含んでいる。この光ピックアップ装置は、回
転している光ディスクの表面に沿って、半径方向に移動している。
【０００４】
　本発明に従う光ディスクシステムは、いわゆる近接場光ディスクシステムである。以下
、その一般的な背景技術を説明する。
【０００５】
　近接場光ディスク装置は、一般的には集光レンズと固体浸レンズ（ｓｏｌｉｄ　ｉｍｍ
ｅｒｓｉｏｎ　ｌｅｎｓ；ＳＩＬ）とを含む、近接場レンズ構成を有する光学系を使用し
ている。近接場光学系を使用する１つの理由は、光走査システム内において、光記録担体
（以下、本明細書では「ディスク」と呼ぶ）上に記録できる最大データ密度が、ディスク
上に合焦させられる放射スポットのサイズに反比例することである。ディスク上に合焦さ
せられるスポットが小さければ小さいほど、ディスク上に記録できるデータ密度は大きく
なる。
【０００６】
　ここで、上記のスポットサイズは、ディスク上に合焦させられる光ビームの波長λと、
光ピックアップユニット内で使用される集光レンズ構成の開口数（ＮＡ）との比により決
まる。
【０００７】
　図１ａを参照すると、集光レンズ１００と、そのレンズ１００を通過する光走査ビーム
１０２とが図示されている。レンズ１００のＮＡは、光ビームが集光中に通過する媒質の
屈折率をｎ、その媒質内における光ビームの集光円錐の半角をθとして、ＮＡ＝ｎ・ｓｉ
ｎ（θ）と定義される。ここで、空気中で（図１ａに示したレンズ１００の場合）または
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平行平板を介して集光を行うレンズのＮＡの上限が、１であることは明らかである。レン
ズ１００のようなレンズは、遠隔場レンズまたは遠隔場レンズ構成と呼ばれる。
【０００８】
　ここで、光が、空気と媒質との間の界面で屈折することなく高屈折率媒質内で集光させ
られた場合、たとえば図１ｂに示すように半球状の固体浸レンズ１０４の中心内で集光さ
せられた場合には、レンズのＮＡは１を超え得る。この場合、半球状固体浸レンズ１０４
の屈折率をｎ、図１ａに従う集光レンズ１００の空気媒質内におけるＮＡをＮＡ０とする
と、実効ＮＡは、ＮＡｅｆｆ＝ｎ・ＮＡ０である。
【０００９】
　ＮＡをさらに大きくするために、当該技術分野においては、図１ｃに示すような超半球
状固体浸レンズを利用することが知られている。超半球状レンズは、光ビームを光軸方向
に向けて屈折させる。これにより、実効ＮＡはＮＡｅｆｆ＝ｎ２・ＮＡ０となる。超半球
状固体浸レンズの光学的な厚さは、レンズ材料の屈折率をｎ、レンズ１０６の半球状部分
の半径をＲとして、Ｒ（１＋１／ｎ）である。
【００１０】
　ここで、１よりも大きな実効ＮＡｅｆｆは、固体浸レンズ１０６の光出射面１０８から
ディスク表面までの距離が極めて短いときにのみ存在する点に、留意することが重要であ
る。この距離は、典型的には、放射波長の１／１０よりも小さい。上記の距離は、近接場
とも呼ばれる。この短い近接場は、光ディスクの書込中または読出中において、固体浸レ
ンズとディスクとの間の距離が、常に数十ナノメートルよりも小さくなくてはならないこ
とを意味する。
【００１１】
　上記の考察は、情報層に合焦させられるビームが通過しなくてはならないカバー層をデ
ィスクが含まないような、「第１表面」ケースに関する考察である。
【００１２】
　たとえばディスクが厚さ３マイクロメートルのカバー層を有するケースでは、スポット
は、ＳＩＬの出射面上ではなく、カバー層の下のデータ層上に合焦させられる。そのため
、ＳＩＬ表面におけるスポットのサイズは、合焦スポットよりもずっと大きくなり、たと
えば１０マイクロメートルとなる。第１表面ケースと同様、ディスク内への光の効率的な
カップリングを可能とするため、ディスクとＳＩＬとの間の距離は、ごく小さくされなく
てはならない。異なる点は、空気のギャップを通過した後も、データ層上に合焦するまで
、光がカバー層を介して伝播し続けることができる点である。
【００１３】
　本発明は、第１表面ケースでも、基板側入射（カバー層）ケースでも用いることができ
る。すなわち、近接場光走査システムは、ＳＩＬ（請求項１でいう近接場レンズ）と基板
（媒質）との間でエバネッセント波カップリングを利用した、基板側入射型システムも包
含する。
【００１４】
　読出動作および書込動作中においてこの極めて小さな距離を維持するためには、専用の
サーボシステムと、適当なギャップ誤差信号とを用いる必要がある。かかるサーボシステ
ムは、限られた帯域幅を有するので、特定の許容残存ギャップ誤差（典型的には２ｎｍ）
を企図して設計されなくてはならない。この値を達成するのに必要な帯域幅は、回転速度
（速度が速いほど、あらゆる「垂直方向の」揺れに追従するのが難しくなる）と、垂直方
向の最大ディスク変位（より大きな変異の追従ほど難しい）とに依存する。明らかなこと
であるが、最も高速の回転速度したがって最も高いデータ転送レートを可能とするために
は、垂直方向の最大変位は最小限に抑えられなくてはならない。
【００１５】
　したがって、ディスクドライブシステムの回転可能な支持部上において、光ディスクを
予め決められた位置に正しくクランピングし、回転中のディスクが、支持部（たとえば回
転台）の回転軸に対して半径方向に広がる平面上で運動するようになすことが望ましい。
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その場合、光ピックアップユニットが半径方向に延びた部材に沿って移動することにより
、光ピックアップユニットと光ディスクの表面との間の距離は、同一距離に保たれる。
【００１６】
　しかしながら、いくつかの理由により、光ディスクは、厳密に上記の半径方向に広がる
平面上では回転しないかもしれない。１つの理由は、回転台上に望ましくない粒子材料が
存在するかもしれず、それにより、クランピング手段が、回転台の表面に対して光ディス
クを正しく押し付けられないといったような、光ディスクの不正確なクランピングが生じ
るかもしれない点である。その場合、光ディスクは、回転台に対して傾いた位置でクラン
ピングされる。この結果、光ディスクの回転中において固定位置から見たときに、光ディ
スクの端縁が軸方向への揺動（「垂直方向の揺れ」）を呈するかもしれない。この揺動の
振動数は、（１秒ごとの回転数で表した）光ディスクの回転速度に等しい。
【００１７】
　別の１つの理由は、モーターのシャフト（回転軸）の不精密さまたは遊びであって、こ
れは、軸の歳差運動（すなわち記録担体の傾き）を結果としてもたらす。
【００１８】
　ディスクの垂直方向の揺れは、ディスクの心振れ（ｒｕｎｏｕｔ）とも呼ばれるが、第
一義的には、ディスクの平坦さによって決まる。ディスクが歪んでいたり捻れていたりす
ると、大きな心振れへと繋がる。一例として、直径１５ｃｍ（６インチ）のシリコンウェ
ハーは、約５μｍよりは良好な心振れを内在的に有し、一方、（たとえば既知のＣＤおよ
びＤＶＤのような）ポリカーボネート製のディスクは、数百マイクロメートルの心振れを
有し得る。第二には、心振れは、ドライブ内のディスクマウントまたはクランピング機構
によって決まる。マウントまたはクランプが、モーター軸に対してディスクをわずかに傾
けさせるような場合（ディスク傾斜（ｄｉｓｋ　ｓｋｅｗ）と呼ばれ、モーター軸に対す
るディスク法線の角度で表される）には、たとえ完全に平坦なディスクであっても、相当
量の心振れを示す（図２参照）。この作用を定量的に示すと、たとえば、０．１°（＝１
．７５ｍｒａｄ）のディスク傾斜を伴う、完全に平坦な直径１２ｃｍ（ｒ＝６ｃｍ）のデ
ィスクは、その端縁付近において、３３０μｍもの大きな心振れを示す。近接場光ディス
クシステムでは、近接場レンズ構成のための実用的な焦点アクチュエータおよびサーボシ
ステムを用いて許容可能なデータ転送レートを実現するために、ディスク傾斜を最小限に
抑えなくてはならない。一例として、１２００ｒｐｍ（回転数／分）の回転数を意図した
、現実的な帯域幅を有する光ディスクシステムが、±２ｎｍ以下の残存ギャップ誤差を有
するとする。これは、良好に設計された制御系および良好なアクチュエータを用いた場合
、±１０μｍの最大許容心振れに対応する。この結果は、直径１２ｃｍの平坦なディスク
についてのディスク傾斜は、０．１ｍｒａｄすなわち０．００６°未満とされるべきとい
うことである。
【００１９】
　機械的な工夫のみによる解決策は、非常に嵩張り高コストであるばかりか、十分精確で
あるともいえない。そのため、自動的なディスク傾斜補正方法が求められており、また、
心振れについての適切な誤差信号が必要とされている。
【００２０】
　特開平１１－１６１８６号は、２つの対物レンズを有し、一方の対物レンズから照射さ
れる光ビームを用いて情報の記録および再生を行い、他方の対物レンズから照射される光
ビームを用いて光ディスクの傾きを検出することにより、異なる基板厚さを有する光ディ
スクに対処する光ピックアップ装置を開示している。
【００２１】
　米国特許第５９７００３５号は、記録媒体として光ディスクを採用した、ある光ディス
ク駆動システムを開示している。この装置は、標準的な記録密度を有する第１の光ディス
クならびに高い記録密度を有する第２の光ディスク上へのデータの記録、および／または
同様の第１ならびに第２の光ディスクからのデータの再生を、選択的に行うため、光ディ
スクと対物レンズとの間の相対的な傾きを制御する傾斜制御機構を含む。第２の光ディス
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クがロードされ、その第２の光ディスク上へのデータの記録および／または第２の光ディ
スクからのデータの再生が行われるときのみ、第２の光ディスクと対物レンズとの間の相
対的な傾きが、傾斜制御機構により制御される。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００２２】
　本発明の１つの目的は、近接場光ピックアップユニットを用いた光ディスクドライブシ
ステム内においてディスクの心振れを制御する装置、および近接場光ディスクドライブシ
ステム内においてディスクの心振れを制御する方法であって、精確かつより低コストな装
置および方法を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００２３】
　本発明によれば、上記の目的は、光ディスクドライブシステム内において、ディスクの
心振れを制御する装置であって、
  回転軸を規定する回転支持部であって、ディスクの法線がその回転軸に対して実質的に
平行になるように、ディスクを保持する回転支持部と、
  ディスクを傾けるように構成された傾き手段と、
  ディスクからの情報の読出しまたはディスクへの情報の書込みのため、光ディスクドラ
イブに配された光ピックアップユニットであって、近接場レンズ構成を有する光ピックア
ップユニットと、
  ディスクの心振れを最小化するようディスクの法線を調整するため、制御信号によって
上記の傾き手段を制御する制御手段とを備え、
  上記の制御信号が、ドライブユニット内に追加的に存在する遠隔場レンズ構成から生成
される信号であるような装置によって達成される。
【００２４】
　方法に関していえば、本発明の根底にある上記の目的は、光ディスクドライブシステム
内において、ディスクの心振れを制御する方法であって、
  上記のドライブシステムが、
  回転軸を規定する回転支持部であって、ディスクの法線がその回転軸に対して実質的に
平行になるように、ディスクを保持する回転支持部と、
  ディスクを傾けるように構成された傾き手段と、
  ディスクからの情報の読出しまたはディスクへの情報の書込みのため、光ディスクドラ
イブに配された光ピックアップユニットであって、近接場レンズ構成を有する光ピックア
ップユニットとを備え、
  当該方法が、
  ドライブシステム内に追加的に存在する遠隔場レンズ構成から、制御信号を生成する工
程と、
  ディスクの心振れを最小化するようディスクの法線を調整するため、上記の制御信号を
、上記の傾き手段に供給する工程とを含むような方法によって達成される。
【００２５】
　本発明は、本発明に係るディスク傾斜補正装置およびディスク傾斜補正方法が、遠隔場
レンズ構成により生成された制御信号を用いて傾き手段を制御するものであるという事実
により、時間のかかるディスクの傾きの予備アラインメント手順および／またはより精確
なクランピング機構の必要性を回避する。近接場光ディスクの読出し／書込みに使用され
る近接場レンズ構成に加えて、遠隔場レンズ構成が存在している。かかる遠隔場レンズ構
成は、ＢＤまたはＤＶＤと近接場ディスクとの読出し／書込みを行うことができる後方互
換性のドライブには、既に存在するかもしれない。近接場焦点サーボシステムを用いて心
振れ誤差信号を生成するのではなく、遠隔場レンズ構成により生成された制御信号を用い
ることの利点は、近接場レンズ構成から制御信号を導き出す場合にはレンズ構成を近接場
領域内に持ってこなくてはならないが、遠隔場レンズは近接場領域内に持ってくる必要が
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ない点である。そのため、遠隔場レンズに対するディスクの精確な初期アラインメントは
必要ではなく、したがって、本発明に係る装置および方法では、精確な予備アラインメン
トおよび／または十分精確なクランピング機構は要求されない。
【００２６】
　遠隔場レンズ構成の作動距離はずっと大きいため、ディスク上への合焦は容易であり、
クランピングも単純とされ得る。このディスクと遠隔場レンズ構成との間のより大きな距
離にもかかわらず、遠隔場レンズ構成に割り当てられた焦点誤差信号の感度および焦点制
御信号の精度は、十分である。たとえば、ＤＶＤシステム（レーザー波長６５０ｎｍ、対
物レンズのＮＡ＝０．６）では、残存焦点誤差は０．２μｍ未満であり、ＢＤ様のシステ
ム（レーザー波長４０５ｎｍ、対物レンズのＮＡ＝０．８５）では、対応したより低い値
となる。これらの値は、近接場光走査システムのディスク心振れの最大許容値である１０
μｍよりもずっと小さな値であるので、かかる遠隔場光学系からの焦点制御信号に基づい
て、高い信頼性で要求レベル未満に心振れを最小化するのは、極めて良好に可能なことで
ある。
【００２７】
　本発明において、ディスクを傾けるように構成された傾き手段は、ディスクの支持部を
傾ける傾き手段として設計されてもよいが、たとえば、回転軸またはモーターを傾ける傾
き手段として設計されてもよい。
【００２８】
　本発明の装置の１つの好ましい実施形態では、制御信号は、遠隔場レンズ構成の焦点誤
差に関連付けられた焦点制御信号から導出される。
【００２９】
　本発明に係る方法では、光ビームが遠隔場レンズ構成を介してディスク上に合焦させら
れ、その遠隔場レンズ構成の焦点誤差から焦点制御信号が導出され、その焦点制御信号が
、ディスク傾斜補正のため、制御手段への入力信号として使用される。
【００３０】
　この形態の利点は、遠隔場レンズ構成の焦点誤差に関連付けられた焦点制御信号は、回
転ごとのディスクの軸方向への移動に比例した、ディスク心振れに対する依存性を示す点
である。この依存性を有利に用いて、ディスクの心振れを最小化するよう傾き系を制御し
、もって焦点制御信号を最小化することが可能である。
【００３１】
　装置が、遠隔場レンズ構成のための焦点サーボと焦点アクチュエータとをさらに備えて
いる場合には、非常に低いコストで本発明を光ディスクドライブシステムに実装すること
ができる。
【００３２】
　本発明に係る方法においては、焦点制御信号が、焦点サーボにより生成され、さらに遠
隔場レンズ構成のための焦点アクチュエータを制御するため、その焦点アクチュエータに
も入力されることが好ましい。
【００３３】
　これらの方策により、光ディスクドライブシステムを、ＢＤまたはＤＶＤディスクの読
出し／書込みにも使用することができる。この場合、遠隔場レンズ構成は、これらのタイ
プのディスク用のピックアップユニットをも構成する。また、近接場ディスクの読出し／
書込みを行う際には、遠隔場レンズ構成を、ディスクの心振れの補正に有利に利用するこ
とができる。
【００３４】
　本発明のさらなる好ましい実施形態では、制御信号は、ＤＣ成分とＡＣ成分とを有する
信号とされ、ＡＣ成分は、ディスクの回転速度に対応する周期性と、ディスクの軸方向へ
の動きに関連付けられた振幅とを有するものとされ、制御手段は、振幅を最小化するよう
に、傾き手段を第１の方向および第２の方向に制御するものとされる。
【００３５】
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　この場合、上記の制御手段は、上記の振幅を最小化するように傾き手段をＸ方向に制御
し、続いて上記の振幅をさらに最小化するように傾き手段を実質的に垂直なＹ方向に制御
し、オプションとしてこの手順を繰り返すものであることが好ましい。
【００３６】
　同様に、本発明の方法においても、上記の振幅を最小化するために、傾き手段が第１の
方向および実質的に垂直な第２の方向に制御されることが好ましい。さらに好ましくは、
傾き手段は、上記の振幅を最小化するようにＸ方向に制御され、上記の振幅をさらに最小
化するようにＹ方向に制御され、オプションとして、必要であればこの手順が繰り返され
る。
【００３７】
　さらなる利点は、以下の説明および添付の図面から明らかである。
【００３８】
　ここで、上記および以下で説明される特徴は、説明されている組合せでのみ適用可能な
ものではなく、本発明の範囲から逸脱することなく、他の組合せで、または単独でも適用
することができる点を理解されたい。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３９】
　本発明の例示的な実施形態は図面に示されており、以下、それらの図面を参照して説明
を行う。
【００４０】
　図２は、光ディスクドライブシステム１０をごく概略的に示した図である。
【００４１】
　システム１０は、ディスク１４を支持すなわち保持するための回転支持部１２を含んで
いる。ディスク１４は、ディスクドライブシステム内にロードされた際に、情報の読出対
象または書込対象となる記録担体である。
【００４２】
　回転支持部１２は、回転軸すなわちモーター軸１６を規定するモーター（図示せず）を
備えている。支持部１２は、ディスク１４の法線１８が回転軸１６に実質的に平行になる
ように、ディスク１４を保持するよう構成されている。
【００４３】
　しかしながら、特定の状況下では、たとえばディスクのマウントが不精確であることや
、回転支持部の一部をなすクランピング機構（図示せず）が不精確であること等に起因し
て、ディスク１４の法線１８が、回転軸１６に対して傾いてしまうことがあり得る。かか
る傾きは、ディスク傾斜（ｄｉｓｃ　ｓｋｅｗ）と呼ばれることが多く、図２では参照番
号２０を付して示されている。
【００４４】
　ディスク傾斜２０は、相当量の垂直方向の動きをもたらす。ディスク１４の端縁におけ
るこの垂直方向の動きは、心振れと呼ばれ、両矢印２２で示されている。ディスク１４の
端縁２４は、ディスク１４の回転ごとに、最高位置（図２では破線で示されている）と最
低位置（図２では実線で示されている）との間で、軸方向に揺動する。本発明は、以下で
説明するようにして、かかる心振れを最小限に抑えようとするものである。
【００４５】
　ディスクドライブシステム１０は、図３により詳細に示す近接場レンズ構成２８を含む
、光ピックアップユニット２６をさらに備えている。
【００４６】
　近接場レンズ構成２８は、第１のレンズ３０と、図１ｃに示したレンズに類似の固体浸
レンズ（ＳＩＬ）である第２のレンズ３２とを含む。固体浸レンズ３２と第１のレンズ３
０とは、レンズホルダ３４内に配置されている。この近接場レンズ構成２８は、光ピック
アップユニット２６内において、固体浸レンズ３２が数十ナノメートルの極めて小さな距
離をもってディスク１４と向き合うような位置に配される。
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【００４７】
　ドライブシステム１２はさらに、ディスク傾斜２０したがって心振れ２２が最小となる
ようにディスク１４を傾けることにより、ディスク傾斜を補正する傾きアクチュエータを
含んでいる。
【００４８】
　傾きアクチュエータ３６に適当な制御信号を与えるために、ディスクドライブシステム
は、たとえば図１ａに示すレンズを含む遠隔場レンズ構成３８をさらに備えるものとされ
る。ここで、「遠隔場レンズ構成」とは、図１ａに示したのと同様に、その遠隔場レンズ
構成を通過した光が、空気中において（またはカバー層を介して）ディスク１４上に集光
されることを意味する。これは、図１ｂまたは１ｃに示したのと同様に、固体浸レンズ３
２の出射面において（またはカバー層を介して）光軸上に光を合焦させ、エバネッセント
カップリングにより光をディスク１４にカップリングさせる近接場レンズ構成２８とは異
なる。遠隔場レンズ構成は、近接場レンズ構成２８よりも、ディスク１４から大きな離間
距離を有する。
【００４９】
　ディスクドライブシステムはさらに、遠隔場レンズ構成３８のための焦点サーボ４０と
、両矢印４４によって遠隔場レンズ構成３８を移動させる遠隔場焦点アクチュエータとを
含んでいる。
【００５０】
　遠隔場レンズ構成３８を通過した光（図示せず）は、ディスク１４上に合焦される。焦
点誤差信号４６が、焦点制御信号４８を生成する焦点サーボへと入力され、この焦点制御
信号４８が、遠隔場レンズ構成の焦点アクチュエータ４２への入力信号とされる。
【００５１】
　焦点制御信号４８はまた、傾きアクチュエータ３６を制御するための制御信号としても
利用される。この目的のため、焦点制御信号４８は、傾きアクチュエータ３６を制御する
ための制御信号５２を生成するディスク傾斜補正回路５０へと供給され、傾きアクチュエ
ータ３６は、ディスク傾斜２０したがってディスク心振れ２２を最小限に抑えるため、デ
ィスク１４を傾ける。
【００５２】
　ディスク１４は、典型的には近接場ディスクであり、近接場レンズ構成２８を有する光
ピックアップユニット２６が、ディスク１４からの情報の読出しまたはディスク１４への
情報の書込みを行う。一方、遠隔場レンズ構成３８は、他のタイプのディスク１４、たと
えばＤＶＤまたはＢＤからの情報の読出しまたは情報の書込みを行うために使用され得る
。こうすることにより、様々なタイプのディスクの読出しまたは書込みに、ディスクドラ
イブユニット１０を使用することができる。
【００５３】
　焦点サーボ４０により生成された焦点制御信号４８は、心振れ２２の直接的な尺度であ
り、図６に示すような周期的な経過を呈する。ここで、「Ｐ」は、図６に示すようにＡＣ
成分を有する焦点制御信号４８の周期を表し、このＡＣ成分の振幅「Ｖ」は、ディスクの
心振れ２２の直接的な尺度である。傾きアクチュエータ３６が、回転軸１６に実質的に平
行となるようにディスク法線１８を調整すると、信号４８の振幅も最小化される。
【００５４】
　本発明で使用される傾きアクチュエータ３６または「傾斜補正ヘッド」３６は、図２の
座標系で示すＸ方向およびＹ方向に、ディスク１４の傾きを変化させるように構成されて
もよい。電気的に制御された傾きアクチュエータまたは傾斜補正ヘッド３６は、様々な原
理に基づくものとされることができ、たとえば電磁気的原理または圧電的原理に基づくも
のとされ得る。これらの原理はいずれも、電気的に制御された傾き動作を提供するのに利
用され得る。
【００５５】
　図４および図５は、傾きアクチュエータ３６により提供される傾き機構原理の例を示し
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【００５６】
　図４は、レバー型の傾き機構を利用した傾きアクチュエータ３６の実施例を示している
。この傾きアクチュエータ３６は、ディスク１４を載置することができる上方プレート５
６を含んでいる。ディスク１４を回転させるためのモーターは、下方プレート５８に取り
付けられている。プレート５６および５８は、ばね６０により一体に保持されており、ボ
ールジョイント６２上を回動することができる。傾き動作は、直線シャフト６８に接続さ
れたウェッジ６６を駆動させる、電気的に制御された装置６４により実行することができ
る。この装置６４は、たとえばモーター、電磁気的アクチュエータ、または圧電アクチュ
エータとされ得る。ウェッジ６６の移動により、上方プレート５６が、下方プレート５８
に対して傾けられる。
【００５７】
　傾斜アクチュエータ３６の別の実施形態が図５に示されている。この形態は、図４に示
した実施形態と同一または類似の、上方プレート７０、下方プレート７２、ボールジョイ
ント７４、およびばね７６を含んでいる。傾き動作を提供するため、電気的に制御された
装置７８が、シャフト８０を上方プレート７０の方向に直接駆動させる。
【００５８】
　ここで、遠隔場レンズ構成３８は、光ディスクドライブシステム内において別個の光ピ
ックアップユニットとされてもよいし、近接場構成を有する光ピックアップユニットと一
体化されてもよい点を理解されたい。
【００５９】
　上記の説明では、傾き手段は、支持部を傾けることによりディスクを傾けるものとして
説明されてきた。しかしながら、たとえばモーターの回転軸を傾ける傾き手段や、モータ
ー自体を傾ける傾き手段など、他の構成を実現することも可能である。
【図面の簡単な説明】
【００６０】
【図１ａ】ディスクドライブ内で使用され得るレンズ構成の概略図
【図１ｂ】ディスクドライブ内で使用され得るレンズ構成の概略図
【図１ｃ】ディスクドライブ内で使用され得るレンズ構成の概略図
【図２】本発明に従うディスクドライブの概略側面図
【図３】図２のディスクドライブ内で使用される近接場レンズ構成の概略図
【図４】本発明の１つの実施形態に係る傾きアクチュエータの概略側面図
【図５】本発明の別の実施形態に係る傾きアクチュエータの概略側面図
【図６】図２のディスクドライブ内で追加的に使用される遠隔場レンズ構成から導き出さ
れる、制御信号を示した図
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